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研究成果の概要（和文）：種子島における縄文時代人骨の資料数を増加させる目的で、鹿児島

県熊毛郡南種子町一陣長崎鼻遺跡の発掘調査を行った。今回の発掘で新たな縄文時代人骨は発見

されたが、頭蓋の小破片のみであり、保存良好な古人骨資料は得られなかった。種子島の弥生～

古墳時代相当期の人々の短頭・低顔・低身長という特徴、中世人の長頭・低顔・高身長という特

徴、近世人の長頭・高顔・高身長という特徴を明らかにできた。身体形質が、種子島においても

時代を経るごとに小進化している。特に中世の日本列島各地で起こる長頭化は種子島でも起こっ

ている。また、種子島における形質変化の大きな画期は、弥生～古墳時代相当期と中世との間の

時期に認められる。これは、南九州以北の地よりの移住者による遺伝的影響に寄るところが大き

いのではないかと思われる。広田遺跡から出土した人骨2体からﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱDNAを抽出され、これら

2体は母系でつながる血縁関係は持たないこと、ﾊﾌﾟﾛｸﾞﾙｰﾌﾟはD4に属すると考えられ、現代日本

人にもそれほど珍しくない頻度で出現するﾀｲﾌﾟであることが明らかにされたまた、広田人骨から

ｺﾗｰｹﾞﾝを抽出し、炭素・窒素安定同位体比から食生活を検討し、広田人は海産物を含む3種類以

上のタンパク質資源を利用していたことが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：
Anthropological and archaeological research at the Ichijin-Nagasakinbana site,

Tanegashima Island was conducted over 2 seasons from 2008-2009. Ichijin-Nagasakinbana
site is a late Jomon shell midden. Two fragments of Jomon human skeletal remains and a
shell bracelet were excIavated from the Ichijin-Nagasakibana site.
And we studied skeletal characteristics of the Tanegashima islanders. The results

obtained up to the present were summarized as follows : <Skeletal morphology> 1) The
ancient Tanegashima islanders (Hirota people) were characterized by small cranial size,
hyperbrachycrany and shorter face. 2) Significant secular changes in skeletal morphology
were found between protohistoric Kofun period and medieval period. 3) The recent
Tanegashima islanders, generally considered to have close affinity to the mainland
Japanese.
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１．研究開始当初の背景
種子島は、南西諸島の中で沖縄本島と並び

先史時代人骨の出土数が多い島である。特に
弥生から古墳時代にかけての資料は170体を
超える。南西諸島北部圏に位置する種子島で
の古人骨形質の時代変化を明らかにするこ
とは、種子島だけではなく南西諸島の人々の
成り立ちを解明するために必要な作業の一
つである。
また、種子島からは多数の古人骨が出土し

ているにもかかわらず、古人骨に基づくDNA
分析、食性分析は全く行われていなかった。
２．研究の目的

種子島における各時代の古人骨資料を増
加させ、人骨の計測と観察、DNA 分析、食
性分析を行い、人骨形質の時代変化を明らか
にする。そして、種子島の人々の形成過程を
探る。
３．研究の方法
・縄文時代の人骨資料を増加させる目的で、
一陣長崎鼻遺跡を発掘
・人骨の計測・非計測的調査
・人骨のＤＮＡ分析
・人骨の食性分析（安定同位体分析）
４．研究成果

（2007年度）弥生から古墳時代にかけて、種

子島に居住した人々の特徴は、短頭・低顔・

低身長で、身体各部位のサイズが小さい。南

西諸島の中では、顔の高い人骨も出土してい

る沖縄本島と比べると、種子島の同時代人の

形質の均質性は目を引く。極端な短頭・低顔

・低身長特徴を持つ種子島の弥生から古墳時

代の人々がどのように形成され、古墳時代以

降どのように変化していったのか興味が持た

れた。

2007度は、2005年と2006年に種子島広田遺

跡から出土した弥生～古墳時代相当期の人骨

12体について研究および報告を行った。新た

に発見された12体も、1950年代に出土した人

骨の特徴と類似点が多く、同じ系譜上に位置

する人々と考えられる。2005年と2006年の発

掘調査により、広田遺跡の墓域は新たに広田

川側に広がった。北区からは1体ではあるが、

保存良好な人骨（北区1号墓人骨）が出土し、

南北の墓域から出土した人骨の形質の比較が

可能になった。北区と南区から出土した人骨

に形質差は認められない。南西諸島の先史時

代には抜歯風習が存在した。抜歯の型式は日

本本土と異なり、種子島で上顎の側切歯や犬

歯を片側だけ抜く型式が流行し、奄美から沖

縄本島にかけての地域では、下顎の前歯を抜

歯する型式が多い。南区2号墓から出土した人

骨も上顎左側切歯のみを抜歯しており、弥生

時代から古墳時代にかけて種子島で普遍的に

みられる抜歯型式である。この広田をはじめ

とする種子島の抜歯型式は、同時代の近隣地

域には認められず、独自性が非常に強い。

篠田は、広田人骨2体からﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱDNAを抽

出し、これら2体は母系でつながる血縁関係は

持たないこと、ﾊﾌﾟﾛｸﾞﾙｰﾌﾟはD4に属すると考

えられ、現代日本人にもそれほど珍しくない

頻度で出現するﾀｲﾌﾟであることを明らかにし

た。

米田は広田人骨からｺﾗｰｹﾞﾝを抽出し、炭
素・窒素安定同位体比から食生活を検討し、
広田人は海産物を含む 3種類以上のタンパク
質資源を利用していたことを明らかにした。

（2008年度）種子島における縄文時代
人骨の資料数を増加させる目的で、鹿児
島県熊毛郡南種子町一陣長崎鼻遺跡の
発掘調査を行った。同遺跡は1956年に発
掘調査が行われ、同遺跡から発見された



人骨は種子島唯一の縄文時代人骨と考
えられている。今回の発掘で新たな縄文
時代人骨の発見はできなかったが、一陣
長崎鼻遺跡を構成する貝塚の中心部が
現在でも遺存していることが明らかに
なった。
種子島では、弥生時代から古墳時代にかけ

ての人骨資料は揃ってきているにもかかわ
らず、縄文時代と考えられる人骨の報告は1
例のみである。種子島の縄文人骨の資料不足
感は否めない。縄文時代の種子島にどのよう
な人々が居住していたのか、広田遺跡を営ん
だ人々の由来を考える上でも縄文時代人骨
資料を増加させることが必要である。
（2009年度）平成20年度に引き続き、種子

島における縄文時代人骨の資料数を増加さ
せる目的で、鹿児島県熊毛郡南種子町一陣長
崎鼻遺跡の発掘調査を行った。同遺跡は1956
年に発掘調査が行われ、同遺跡から発見され
た人骨は種子島唯一の縄文時代人骨と考え
られている。今回の発掘で新たな縄文時代人
骨は発見されたが、頭蓋の小破片のみであり
、保存良好な古人骨資料は得られなかった。
また、種子島から出土した縄文から近世に

かけての古人骨資料について、形質の時代的
変遷を分析し、それを取りまとめる作業を行
った。縄文時代の種子島にどのような特徴を
持った人々がいたのかを明確に明らかにで
きなかったが、弥生～古墳時代相当期の人々
の短頭・低顔・低身長という特徴、中世人の
長頭・低顔・高身長という特徴、近世人の長
頭・高顔・高身長という特徴を明らかにでき
た。身体形質が、種子島においても時代を経
るごとに小進化している。特に中世の日本列
島各地で起こる長頭化は種子島でも起こっ
ている。また、種子島における形質変化の大
きな画期は、弥生～古墳時代相当期と中世と
の間の時期に認められる。これは、南九州以
北の地よりの移住者による遺伝的影響に寄
るところが大きいのではないかと思われる。
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